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1．研究の背景及び意義 
 2010年の内閣府世論調査では、5人にひとりの割合で犬を飼っているという調査結果が出る
ほど、現代日本では犬と暮らす人々が多くなっている。一方、飼い主や地域住民は、犬の行動
について悩みを抱え、ペット犬は犬らしく生活できずストレスを抱えているという現状がある。
筆者は、ドッグトレーニングインストラクターとして、人とペット犬とのより良い共生社会創
造を探るべく研究を始めた。本論文は、現代日本における人と犬との関わりを、特にペット犬
に焦点をあて、両者の新たな共生関係を構築する必要性とその方策・技術について論じたもの
である。 
 人とペット犬との共生についての先行研究としては次のようなものがある。 
①動物行動学的アプローチでは、犬の行動修正に対する知見を得たが、人の研究は成されてい
ない。②心理学的アプローチでは、ペット犬がもたらす人への心理的効果の研究はあるが犬側
の心理学的解明はなされていない。③建築学的アプローチでは、居住空間における研究はなさ
れていたが地域での研究はなかった。④経済学的アプローチでは、犬を商品として捉え、経済
効果を追求するに留まっている。⑤生態学的アプローチでは、一見ペット犬とは分野を異にす
るところであるが、野生動物の習性を理解し、尊重しつつ共生する方策について知ることがで
きた。しかし、この分野では、ペット犬を対象としていない。⑥動物文学・歴史学的アプロー
チでは、人と犬との昔ながらの良好な関係性について指摘しているが、現代にその関係性を復
活させる方策研究はない。 
以上のことから、先行研究で調べ上げたアプローチを融合的に使用し、人とペット犬双方の
良好な共生について考察し、伝統的民衆知を調べ上げ、これを現代に活かす方策と技術を実際
に地域に提案する。これをもって環境人間学的アプローチとし、研究を試みた。 
 
2．研究の目的及び方法 
 研究の目的は、「人とペット犬との共生空間を創造するための方策を提案すること」である。 
 研究の方法は次の通りである。 
1) 筆者が行った、2001 年から 2012 年に渡る「神戸市動物管理センター犬のしつけ方相談」
の内容調査・観察による人・犬関係の現状分析 
2) 犬に関する伝承・伝説、人・犬関係の歴史的変遷、秋田湯沢、山形県高畠町、兵庫県播州地
方の空間の履歴を捉えるための、県史、町村史、歴史書等の文献調査 
3) 秋田県湯沢市「犬っこまつり」及び山形県高畠町「全国ペット供養祭」のフィールドワーク 
4) 山形県高畠町での参加観察とフィールドワークショップ 
 
3. 研究の成果 
3.1．問題の所在 
 まず、人とペット犬との共生について、現代社会において生じたペットを巡る問題を調査し
た。2010年の内閣府世論調査によると、人はペット犬を飼うことについて、問題を指摘するも
のが 97％もいた。さらに、その内容では、飼い主のマナーの悪さを指摘していた。また、筆者
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が 2001年から 2013年にかけて神戸市動物管理センターで飼い主の悩みを調査し、検証したと
ころ、その内容は、「吠える」「噛む」「排泄」「散歩」といった、犬本来の習性に関するもので
あることを明らかにした。つまり、現代社会では、人とペット犬との良好な共生ができていな
い現状を捉えた。 
従来のペット犬との共生方策は、犬を人の生活に合わせるために、犬の行動を修正するとい
う欧米式の管理型犬観に基づいたトレーニング法が主流である。しかし、犬の習性や特性を矯
正対象とする見解がかえって問題を悪化させたことを飼い主の観察から検証した。（序論） 
 
3.2．伝統的人・犬関係 
 では、かつて日本に存在した伝統的人・犬関係とはいかなるものであったのか、伝承・伝説
文献から、狩り・ペット・ナビゲータ・番犬という 4点を抽出し、検証した。 
①狩りでの関係性は、文献中もっとも古く現れる関係性である。人は犬が狩りで命を落とせ
ば、塚を建てて死を悼み、感謝と尊敬の念をもって接していた。②ペットとしての関係性は、
犬と人とが深く心の結びつきを持ち互いに寄り添い合うという関係性であった。③ナビゲータ
としての関係性では、道、鉱脈、水といった人の欲しているもののありかを犬が指し示すとい
う、人と犬との高度なコミュニケーション能力の上に成り立っていた。④番犬としては、犬が
人とテリトリーを共有し、他者の侵入といった危険を察知して吠え、攻撃するという犬の持つ
本来の習性を尊重していた。 
 すなわち、かつて日本に存在した伝統的人・犬関係とは、「犬の持つ本来の習性や犬種の持つ
特性を尊重して、社会生活の「仲間」として人が犬と関わってきたという共生の在り方」と定
義した。 
従来の人・犬関係研究では、犬は異なる空間で生きるものであり、不浄なものを処理する忌
み嫌われる存在であり、時には人の食料であったことから人と敵対する側面が強調されてきた。
しかし、伝承・伝説にあった関係性から導き出された関係性は、人と犬との間に垣根を作らず、
同じグループに所属する「仲間」として犬を見て来たことを明らかにした。（第 1章） 
 
3.3．人・犬関係の歴史的変遷 
 次に、3.2．で示した伝統的人・犬関係はどのような変遷を経て現代にあるのかを 3.3.で示す。 
 明治維新と共に欧米文化が流入し、同時に洋犬と共に西洋的な管理型人・犬関係がもたらさ
れた。しかしながら「村の犬」として犬は自由に放し飼いされており、番犬として吠えること
は奨励されるなど、依然として伝統的な犬観が強く残っていた。 
昭和初期には現在のペットブームのような、昭和初期ペットブームがあったことを文献によ
り明らかにした。当時の飼い方について、岡崎家というある一家の例や当時の飼い方の書から
捉えた。当時の飼い方は、番犬として「吠える」ことを奨励し、十分な散歩をさせるといった、
犬の習性を満たす飼い方であった。同時に、人と犬との空間が共有され、「仲間」として扱われ
ていた。また、犬の心情に留意した飼い方が指南されていた。だが、戦争により犬が市中にい
なくなった後、この伝統的人・犬関係は断裂を見る。（第 1章） 
そして、高度成長期と共に都会型社会に移行するにつれ西洋的管理型人・犬関係が色濃く日
本社会を支配していく。放し飼いされていた犬は、狂犬病予防法により繋がれて飼われるよう
になり、イヌとして家族の一員として迎えられ、その後起こった阪神淡路大震災の到来は、人
とペット犬との共生を見直す機会となった。核家族化も進んだことからペット犬は子や孫の代
りとして擬人化され、さらには人の一方的な要求を押し付けられる「ぬいぐるみ飼い」をされ
るようになった。人社会で暮らすために勧められたケージの中で犬を飼うことは、東日本大震
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災での同行避難時に必要不可欠なものとして広がり、さらに動物取扱業者の犬を売る際の説明
責任から「ケージ飼い」が飼い方の基本であるかのような誤解が広がり、現在では空間も制限
されて犬はあたかも「かごの鳥」のような存在となってしまったのである。 
以上の通り、現代社会では、伝統的人・犬関係から、3.1．で示した、人は犬の行動や習性を
制限するという、西洋的管理型人・犬関係へと変遷したことを明らかにした。（序論） 
 
3.4．現存する伝統的人・犬関係 
 続いて、日本の伝統的な人・犬関係が消滅してしまったのかどうかを調査したものが第 2章
である。結果的には、それらが今日なお現存し有効であることを、東北の 2地方を例に示した。 
第 1の例は、秋田湯沢である。この地域には伝統的人・犬関係があることを、郷土史調査お
よび、「空間の履歴」（当該空間の現在に生き続ける過去の歴史）調査により明らかにした。 
1) 秋田では狼のことをオイヌと呼び、獣害から畑を守るオイヌに対する畏怖・畏敬の念があ
った。狼は滅亡したが、オイヌの存在はオイノ沢といった地名として現存している。 
2) 秋田に代表される狩猟での人と犬との協働があった。 
3) 秋田湯沢の領主である佐竹氏が盗賊除けに番犬を飼う事を奨励した。また、番犬を象った
飾り餅である「犬っこ」を玄関に飾り、番犬に対する感謝の念を表す習慣があった。 
4) かつて秋田湯沢も大舘と並ぶ秋田犬の産地であり、ペットとして大型和犬である秋田犬を
飼っていたために、狼に近い和犬の習性を理解尊重する感性があった。 
 
以上の関係を継承する装置として筆者が注目したのが「犬っこまつり」である。2 月第 1 土
日に行われるこの祭りには 16 万人の人と、500 頭にのぼる犬が集まり、人とペット犬との良
好な共生空間が展開されている。実施規模という点で、このように多くの犬が集まる伝統的祭
りは他に例を見ない。しかも、400年以上続く伝統的祭りとされており、40年前に現在の会場
や形式になってからも無事故で継続されている。 
祭り会場では、人と犬との良好な共生空間構築要素として以下のものが看取された。 
1) 人は犬種の特性（和犬・洋犬、大型犬・小型犬）や犬種の違いから生じる犬の個性を理解
し、それぞれに合った接し方をしていた。 
2) 飼い主は、犬に対して迷惑行為（不適切な犬の排泄や飛びつきなど）を禁ずる命令を下し
て犬の行動を規制するのではなく、飼い主の側が犬を巧みに誘導して摩擦が無かった。 
3) 祭り会場の中心には、「犬っこまつり」のシンボルとして雪で作られた「犬っこ神社」があ
る。そこでは、日頃の犬との暮らしに感謝をし、犬も含めた家族の健康や安全を願う「愛
犬祈願祭」が行われる。神主が祝詞を奏上すると、「神前の聖なる空間」が出現し、人の厳
粛な振舞いに犬が共鳴し、犬も同様に振舞っていた。 
4) 祈願祭終了後には、祭りでの犬の労をねぎらい、飼い主が広場で犬と一緒に遊び、くつろ
ぐ姿が観られた。 
以上のことから祭り場には人犬共生空間が現出していたと考えられる。 
秋田湯沢にあった伝統的人・犬関係は、祭り会場で売られている飾り餅である「犬っこ」に
よって語り継がれる。人とペット犬が共に「愛犬祈願祭」に参加することで、人と犬を「仲間」
とする関係が、毎年祭りの時期に再現される。「犬っこまつり」という空間において、このよう
に伝統的人・犬関係の精神が生き残っていたことを発見した。 
第 2の例は山形県東置賜郡高畠町である。まず、この地域に文書で伝えられてきた伝統的人・
犬関係を提示し、さらに、この関係を現代に生かそうとする地域の動きに対して、一時的では
なく、持続可能な、伝統的関係性を活かした共生空間構想を提案した。 
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東置賜地域の空間の履歴調査から明らかになったのは次の４点である。 
1) 生きとし生けるもの全てに感謝の念を持って「草木供養塔」を建てる風土である 
2) 「高安犬」という狩猟犬の伝統が存在する 
狩猟での人と犬との協働があった。狩猟犬として優秀で、これと決めた人には深い心の結
びつきを持つことを特徴とする「高安犬」という犬種が存在した。 
3) 報恩のために犬を祀る「犬の宮」が存在する。 
4)  その縁起を記した『犬の宮由来記』が別当寺および民間に写本の形で複数継承されている。 
 
山形県東置賜郡高畠町「犬の宮」は、伝統的な人・犬関係を語り継ぐ象徴であり、年間を通
して各地から飼い主がお参りにやってくる。毎年 7月第 2日曜日には、この犬の宮で「全国ペ
ット供養祭」が執り行われ、約 200名の犬猫の飼い主が亡くなった愛犬を偲んで集合する。こ
の供養祭の場でもまた、人とペット犬との良好な共生空間が展開されている。 
この供養祭は町の観光協会が主催するものであるが、元々高安地区が行ってきた夏祭をベー
スとしている。そのため犬の宮のある高畠町高安地区の住民が村を挙げて全国ペット供養祭を
盛り上げている。このように地域全体がペット犬の供養祭に取組む地区は他に例を見ない。 
高畠町の人犬共生空間には、以下の感性が働いていたことが調査の結果明らかになった。 
1) 今は亡きペット犬に対して感謝の念を抱く。 
  人と犬とが深く心の結びつきを持ち、互いに尊敬し、感謝していた関係があった。 
2) 犬猫を人の仲間とするもの同士がし連帯感を持つ 
「供養祭」来訪者のペットを地域の犬猫同様に遇し、亡くなった知人や来られない人のため
にも、地域住民が祈りを捧げる。          （第 2章） 
 
これら 2地域には、犬本来の習性を活かすことができる伝統的人・犬共生関係が残っており、
調査の対象を過去に広げてみると、どちらにも古くから人・犬協業を通した仲間としての関係
があり、犬に尊崇の念や感謝の念を持つ空間の履歴があったことを明らかにした。さらに、空
間の履歴を持つ地域に、祈りの場といった宗教的装置が加味されることが、伝統的人・犬関係
の残存に有効であることを証明した。 
 
3.5．共生空間方策「播州犬遍路」 
本研究では、この伝統的人・犬関係が祭りのときだけの一時的なもの終わらず、他の空間に
おいても、持続して現出するための方策を考案した。それが「犬遍路」である。「犬遍路」とは、
犬に関連した神聖な場所を、飼い主とペット犬とが一緒に巡るものを言い、これを実施するこ
とによって、人と犬が伝統的人・犬関係を体験することが可能になる。ついで「犬遍路」の検
証として姫路近辺に存在する犬関連聖地を結ぶ「播州犬遍路」を設定し実地踏査を行った。参
加した飼い主の証言などから「犬遍路」の効果として以下の４点を上げることができる。 
1) 共生空間醸成効果 
  伝統的人・犬関係の知識を得ると共に、共生感性を醸成する事が出来る。 
2) 自然回帰効果 
  新奇なものに興味を持ち、臭いを嗅ぎながら、里山をゆっくり歩き回ることにより、人と
犬の双方が、都会の窮屈な空間から解き放たれ本来の姿を取り戻すことができる。 
3) 共生空間家庭内持続効果 
  遍路中に犬が本来的習性を発揮すると、飼い主とペット犬の双方が帰宅後も持続して精神
的に安定して過ごす事ができ、良好な共生空間を家庭内に展開することが可能になる。 
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4) 対地域効果 
上記の効果により、人と犬とが安定した生活を営むようになると、地域住民から、温かな
まなざしで見守られるようになると同時に、犬遍路に組み込まれたマナー習得の仕掛けに
より、地域住民に対して配慮することができるようになる。 
 
こうした犬遍路の手法は、犬にまつわる伝承・伝説が存在する地域で展開可能であること、
しかも、そのような地域は日本各地に存在することをも指摘した。（第 3章） 
 
3.6．未来志向型人・犬共生空間の創出 
最後に筆者は、これら高畠における人・犬関係についての空間の履歴調査の結果を編み出し
た「犬遍路」という手法とともに参加観察として、地域にフィードバックした。また、実際に
高畠町高安地区に対して、「犬の宮由来記」関連の代表的な 12か所聖地をめぐる「高畠犬猫
いぬねこ
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遍路」を提案した。これらを「犬猫安らぎの郷づくり構想」として提示し、この提案は同庁に
受容されるという成果を得た。（第 4章） 
 
4.まとめ 
現代社会においては、かつて日本に存在した伝統的人・犬関係は失われ、人とペット犬とが
共生できないという問題が生じている。犬の持つ本来の習性は、生かされていないどころか、
正すべきもの、矯正すべきもの、必要のないものとされることが一般的になってしまった。 
しかしながら、犬の本来の習性を生かした共生空間が壊滅してしまった訳ではなく、東北地
方には、「秋田湯沢犬っこまつり」や「山形県東置賜郡高畠町全国ペット供養祭」など日本の伝
統的な人・犬関係を維持した共生空間が残存していることが明らかになった。この 2つの祭祀
空間では、犬の本来的習性に従って振る舞う犬たちを、人は「仲間」としてあるがまま受け入
れ、共に生きるという関係性を重要視していることがわかった。この 2地域の空間の履歴を探
ると、人と犬とが連れ立って自由に野山を歩き、同じ目的をもって協働していたことが知れた。 
東北に関係性が残存していた要因を探ると、「空間の履歴」に伝統的人・犬関係があり、存続
するための宗教的な装置が働き、そのことが良好な関係性を創出していたことを明らかにした。 
そこで、この祭祀空間における人・犬共生関係を持続的に現代社会に再現するための方策と
して、空間の履歴のある地を巡る「犬遍路」を筆者が考案し、検証した。その結果、良好な共
生空間が展開され、方策として有効であることが実証できた。 
また、本研究の過程で、日本各地に犬に纏わる伝承・伝説の存在を明らかにした。つまり、
人と犬が共に犬関連の聖地を巡る「犬遍路」は、本研究で取り上げた地域のみならず、各地で
展開することが可能となる。それによって人とペット犬との共生空間である「安らぎ空間」は、
全国に広がると推察される。実際、高畠町に空間の履歴を使った高畠町の犬遍路を示し、「ペッ
ト安らぎの郷」構想を提案したところ、具現化しつつあるという成果を得た。 
人は便利さ快適さを追求するあまり、周囲のものを変えようとする。犬に対してもまた然り
で、行動を修正して人の社会に合わせてきた。そのため、犬の環境適応能力をはるかに超えた
要求をし続ける羽目となった。さらに、都会化された生活は、人の環境適応能力をもはるかに
超えてしまった。今こそ伝統的な生活や様々な関わりを取り戻す時期に来ている。 
伝統的民衆知を現在に生かす方策を実際に地域に提案することで、環境向上のための方策と
技術を提供するという環境人間学のミッション実現に僅かなりとも貢献できたなら幸いである。 
なお、第二章の調査は (独)日本学術振興会、異分野融合による方法的革新を目指した人文・
社会科学研究推進事業「日本の環境思想と地球環境問題－人文知からの未来への提言」（研究代
表 秋道智彌）の成果の一端である 
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